
３．足 羽 川 ダ ム 工 事 事 務 所
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足羽川ダム工事事務所 河川関係水質事故災害対策部運営計画

第１条（目 的）

この計画は、「近畿地方整備局防災業務計画」（令和４年１０月）第８編河川等

水質事故災害対策編に基づき、足羽川ダム工事事務所における足羽川の水質に関する

常時監視及び緊急時にとるべき措置及び組織を定め防災業務の円滑なる運営を図るこ

とを目的とする。

第２条（河川関係水質事故災害対策部の設置）

前条の目的を達成するため、足羽川ダム工事事務所長は、足羽川ダム工事事務所河

川関係水質事故災害対策部（以下「対策部」という）を設置し、次条以下に定めると

ころにより、防災業務を実施する。

第３条（防災業務）

対策部における主な防災業務は、次の各号に定めるとおりとする。

１．常時監視

（イ）水質巡視による監視

（ロ）定期水質調査による監視

２．緊急時の措置

（イ）緊急時の監視

（ロ）緊急時の対処

第４条（組織及び業務分担）

対策部の組織及び業務分担は、次のとおりとする。

１．常時監視

（調査班）

（１）水質の常時監視及び緊急時の措置に関する計画の作成

（２）水質の測定

（３）水質測定計画及び管理基準値の作成

（４）水質、水位、流量等調査資料の整理

（５）水質年表の作成、河川水質調査の報告

（６）汚濁源調査資料の整理

（７）利水状況資料の整理

（８）その他

（現地調査班）

（１）水質巡視等による監視

（２）巡視日誌記帳と報告
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２．緊急時の措置

（総務班）

（１）庶務会計係

① 各班の連絡調整に関すること

② 渉外事務に関すること

③ 要員の給食等に関すること

④ 要員の健康管理に関すること

⑤ 要員の招集及び自動車の統制運用配車に関すること

⑥ その他の業務のうち他に属さない事項に関すること

⑦ 会計に関すること

⑧ 要員の給与に関すること

⑨ 物資の調達及び補給に関すること

⑩ マスコミ・一般からの問い合わせに関すること

（２）救助補償係

① 防災業務に基づく補償に関すること

② 災害救助法に基づく応援に関すること

③ 要員の家族保護に関すること

（対策班）

（１）対策係

① 水質汚濁に係る状況把握と通報連絡に関すること

② 一般への周知業務に関すること

③ 異常水質の原因調査に関すること

④ 水位流量及び気象の把握、流況及び水質の予測に関すること

⑤ 環境調査に関すること

⑥ 対策本部への報告に関すること

⑦ 水質情報等の発令及び解除に関すること

⑧ 排水規制等の要請及び解除に関すること

⑨ 大規模水質事故時における支援等、関係機関との調整に関すること

⑩ 資器材の調達補給に関すること

⑪ 総合対策班への連絡通報に関すること

⑫ 異常時における汚濁源の現地確認に関すること

⑬ 緊急時の採水及び処理に関すること

⑭ 被害及び重要事態が生じた時の確認に関すること

⑮ その他現場処理に関する事項全般に関すること

（２）工務係

① 現場処理方法に関すること

② 災害対策車及びヘリコプター等の要請に関すること

③ 電気及び通信の確保に関すること

④ 災害対策車等の操作確保に関すること
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⑤ 車両の整備及び修繕に関すること

（現地対策班）

（１）現地対策係

① 資器材の調達補給に関すること

② 総合対策班への連絡通報に関すること

③ 異常時における汚濁源の現地確認に関すること

④ 緊急時の採水及び処理に関すること

⑤ 被害及び重要事態が生じた時の確認に関すること

⑥ その他現場処理に関する事項全般に関すること

（２）総務係

① 総務班に属する事項に関すること

② 関係機関との連絡調整に関すること

③ 対策部への報告に関すること

第５条（広 報）

広報は広報担当副部長が行う。

第６条（防災体制の種類及び発令基準）

対策部長は、次の各号に該当し必要と認めたときは、遅滞なくそれぞれの防災体制

を発令して編成表に従い要員を配備するものとし、その必要がなくなったときはこれ

を解除するものとする。但し、各班の編成人員構成は状況に応じ配置するものとする。

１ 注意体制

① 直轄管理区間あるいは直轄管理区間外の河川等において、水質事故が発生し

直轄管理区間の河川への影響のおそれがある場合。

② 二次災害により水質事故の発生のおそれがあり対策部長が必要と判断した場

合。

③ 警戒体制または非常体制の後、直轄管理区間及びその流域に及ぼす影響は少

なくなったが、河川の影響等の監視が必要な場合。

④ その他対策部長が必要と判断した場合。

２ 警戒体制

① 直轄管理区間あるいは直轄管理区間外の河川等において魚の浮上、へい死等

の事態が発生し、直轄管理区間の河川への影響を監視する必要がある場合。

② 直轄管理区間あるいは直轄管理区間外において発生した事故など突発的な事

態により、直轄管理区間の河川管理に重大な支障を及ぼすおそれがある場合。

③ その他対策部長が必要と判断した場合。

3－1－3



３ 非常体制

① 直轄管理区間あるいは直轄管理区間外において発生した事故など突発的な事

態により、直轄管理区間の河川管理に重大な支障を及ぼしている場合。

② その他対策部長が必要と判断した場合。

第７条（報 告）

対策部長（事務所長）は次の各号の一に該当する場合は、対策本部長（河川部長）

に報告するものとする。

１．水質汚濁により被害が発生した場合

２．その他、水質汚濁に関し事務所長が必要と認めた場合

第８条（他の対策部及び他機関との連絡）

対策部長は、他の対策部及び他機関と必要な事項について、それぞれの協定等に基

づいて連絡を行うものとする。

第９条（資器材等の準備）

事務所長は、平常から緊急時に対応出来る資器材等の保持に努めるものとする。

第10条（応 援）

対策部長は、必要に応じて対策本部長に応援を要請するものとする。また、府県等

から応援の要請があった場合は、対策本部長に報告し、その指示に従うものとする。

第11条（受 援）

対策部長は、足羽川ダム工事事務所が自ら管理する区間において他地整等から支援

を受けた場合には、受援体制を確保するものとする。

（イ）受援のための体制の確保

（ロ）受け入れ場所、活動拠点並びに資機材等の確保

第12条（緊急時業務の優先）

緊急時の業務は、一般業務に優先して行うものとする。

第13条（細部資料の作成）

対策部の業務を円滑に実施するために、次の資料を予め作成し、変更の都度修正し、

防災に万全を期するものとする。

１．防災体制関係（共通）

（１）災害対策部 組織編成表

（２）要員配備基準
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（３）要員の携帯電話及び衛星携帯電話

（４）関係機関連絡先一覧

（５）緊急災害応急対策業務協定一覧及び防災エキスパート窓口

２．防災体制関係（水質事故災害）

［緊急時の措置に関するもの］

（１）緊急時の体制連絡系統図

（２）防災体制の種類と発令基準

（３）要員配備基準と業務内容

（４）水質事故発生時の情報伝達について（情報の種類及び様式）

［常時監視に関するもの］

（５）水質巡視体制

（６）水質測定機器等保有状況表

（７）水質巡視測定結果報告書

３．水理水文資料関係

（１）水理水文資料収集系統図

（２）雨量・水位観測所一覧表

（３）水位流量観測所横断図・Ｈ－Ｑ曲線

４．定期水質資料関係

（１）定期水質資料収集系統図

（２）定期水質管理基準点及び水質自動監視装置一覧表

（３）定期水質分析内訳表

５．防災施設・資機材関係

（１）車両及び防災用機械一覧表

（２）緊急時の資器材備蓄状況表

第14条（運営計画の報告）

この運営計画は、足羽川ダム工事事務所長から近畿地方整備局長へ毎年４月３０日

までに報告するものとする。

第15条（適用期間）

この運営計画の適用期間は、作成した日から翌年３月３１日までとする。

ただし、次年度の運営計画が作成されるまでは本運営計画を準用するものとする。
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細 部 資 料（水質事故災害）





（１）緊急時の体制連絡系統図（水質事故災害）

事故発見者
・一般住民
・原因者
・所管警察署
・所管消防署
・河川管理者

通報

通報連絡センター：九頭竜川・北川水系河川水質汚濁防止連絡協議会事務局
（河川管理者）

国土交通省 福井河川国道事務所 TEL 0776‐35‐2771 M781‐511・512
河川管理課 FAX 0776‐36‐5131 M781‐357・358

（休日）090‐4321‐7974（竹沢専門員）

近畿地方整備局 河川環境課
TEL 06‐6942‐0608 M86‐3673
FAX 06‐6942‐5693 M86‐3699

（夜間・休日）06‐6942‐7206

報告

（河川管理者）

足羽川ダム工事事務所 TEL 0776‐27‐0642 M782‐352
調査設計課 FAX 0776‐27‐1355 M782‐400

（休日）090‐6819‐7223（三橋）

（河川管理者）
福井県土木部河川課 TEL 0776‐20‐0480

河川管理グループ FAX 0776‐20‐0696

福井土木事務所 TEL 0776‐24‐5113
管理課 FAX 0776‐24‐5123

丹南土木事務所 TEL 0778‐23‐4535
管理用地課 FAX 0778‐23‐9394

池田町総務財政課
TEL 0778‐44‐8003
FAX 0778‐44‐6296
（休日）0778‐44‐6000

要請・指示 水質事故対策業者
採水運搬・分析業者

福井市河川課
TEL 0776‐20‐5492
FAX 0776‐20‐5745

所管利水者
（農業用水）

福井県警察本部 TEL 0776‐22‐2880
生活環境課 FAX 0776‐25‐0347

（所管関係消防署）
・南越消防組合 TEL 0778‐21‐0119
・ 東消防署池田分署 TEL 0778‐44‐8119
・福井市消防局 TEL 0776‐20‐0119
・ 東消防署美山分署 TEL 0776‐90‐3119

（所管関係警察署）
・越前警察署 TEL 0778‐24‐0110
・ 池田駐在所 TEL 0778‐44‐6029
・ 松ヶ谷駐在所 TEL 0778‐44‐6821
・福井警察署 TEL 0776‐52‐0110
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水質事故対応業者 一覧表

採水運搬・分析業者 一覧表

備考

実施項目電話番号

所在地業者名No
分析

採水
運搬

時間外時間内

○○

090‐9814‐8802
（大倉）

090‐4325‐2444
（夛田）

0776‐22‐2771福井市光陽4‐4‐27
(株)北陸環境科学
研究所

1

備考
実施項目

電話番号所在地業者名No

0776‐24‐1184
福井市御幸
3丁目10番15号

(社)福井県建設業
協会

１
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（２）防災体制の種類と発令基準（水質事故災害）

体制区分 体 制 発 令 基 準

① 直轄管理区間あるいは直轄管理区間外の河川等において、水質事故が

発生し直轄管理区間の河川への影響のおそれがある場合。

② 二次災害により水質事故の発生のおそれがあり対策部長が必要と判断した

注意体制 場合。

③ 警戒体制または非常体制の後、直轄管理区間及びその流域に及ぼす影響は

少なくなったが、河川の影響等の監視が必要な場合。

④ その他対策部長が必要と判断した場合

① 直轄管理区間あるいは直轄管理区間外の河川等において魚の浮上、へい死

等の事態が発生し、直轄管理区間の河川への影響を監視する必要がある場合。

警戒体制 ② 直轄管理区間あるいは直轄管理区間外において発生した事故など突発的な

事態により、直轄管理区間の河川管理に重大な支障を及ぼすおそれがある場

合。

③ その他対策部長が必要と判断した場合。

① 直轄管理区間あるいは直轄管理区間外において発生した事故など突発的な

非常体制 事態により、直轄管理区間の河川管理に重大な支障を及ぼしている場合。

② その他対策部長が必要と判断した場合。

体制解除 体制の必要がなくなったとき
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（３）要員配置基準及び業務内容（水質事故災害・緊急時の措置）
注意 警戒 非常

班 別 体制 体制 体制 業務内容
・対策部長：防災体制の発令及び解除

対 策 部 － １ 全員 現地対策班の設置及び指名

・対策副部長（事）：広報窓口

① 各班の連絡調整

② 渉外事務

③ 要員の給食等

総 ④ 要員の健康管理

庶務会計係 ⑤ 要員の招集及び自動車の統制運用配車

務 １ ２ 全員 ⑥ その他の業務のうち他に属さない事項

⑦ 会計

班 ⑧ 要員の給与

⑨ 物資の調達及び補給

⑩ マスコミ・一般からの問い合わせに関すること

① 防災業務に基づく補償

救助補償係 ② 災害救助法に基づく応援

③ 要員の家族保護

① 水質汚濁に係る状況把握と通報連絡

② 一般への周知業務

③ 異常水質の原因調査

④ 水位流量及び気象の把握、流況及び水質の予測

⑤ 環境調査

⑥ 対策本部への報告

⑦ 水質情報等の発令及び解除

対 対 策 係 ⑧ 排水規制等の要請及び解除

⑨ 大規模水質事故時における支援等、関係機関との調整

策 ２ ３ 全員 ⑩ 資器材の調達補給

⑪ 総合対策班への連絡通報

班 ⑫ 異常時における汚濁源の現地確認

⑬ 緊急時の採水及び処理

⑭ 被害及び重要事態が生じた時の確認

⑮ その他現場処理に関する事項全般

① 現場処理方法

② 災害対策車及びヘリコプター等の要請

工 務 係 ③ 電気及び通信の確保

④ 災害対策車等の操作確保

⑤ 車両の整備及び修繕

① 総務班に属する事項

現 ② 関係機関との連絡調整

地 ③ 対策部への報告

対 上記 ④ 資器材の調達補給

策 現地対策係 － ４ より ⑤ 総合対策班への連絡通報

班 ７ ⑥ 異常時における汚濁源の現地確認

※ ⑦ 緊急時の採水及び処理

⑧ 被害及び重要事態が生じた時の確認

⑨ その他現場処理に関する事項全般

※ 現地対策班は、災害の状況等により対策部長が設置及び指名するものとする。

（注） １ 長期にわたる場合は、３班にわけるものとする。

２ 対策部長は、必要に応じて人員の増減を行うことができる。
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Ｗ
Ｈ

Ｏ
暫

定
飲

料
基

準
（

0
.
0
0
3
㎎

/
1
）

 
淡

水
赤

潮

①
琵

琶
湖

○
×

○
○

○
×

　
本

局
以

外
は

初
発

の
み

連
絡

す
る

②
そ

の
他

×
×

×
×

○
×

ア
オ

コ ①
琵

琶
湖

○
×

○
○

○
×

　
本

局
以

外
は

初
発

の
み

連
絡

す
る

②
そ

の
他

×
×

×
×

○
×

※
水

質
事

故
に

関
す

る
新

聞
記

事
は

、
全

て
本

局
河

川
環

境
課

ま
で

送
付

す
る

こ
と

。

関
係

機
関

　
事

故
別

(４
)
水

質
事

故
発

生
時

の
情

報
伝

達
（
即

時
対

応
）

府
　

　
県

本
　

局
本

　
省

利
水

者
水

濁
協

連
絡

系
統

図
に

よ
り

連
絡

事
務

所

備
考
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水
質

事
故

の
原

因
等

早
見

表
被

害
形

態
原

因
機

構
対

象
状

態
原

因
物

質
そ

の
他

１
．

現
象

と
原

因
の

関
連

性
○
相
互
に
関
連
の
あ

る
も
の

油
の

浮
遊

油
脂

類
の

流
出

油
脂

原
因

人
為

的
な

原
因

自
然
現

象
不

明
薬

品
、
廃

液
の

流
出

化
学

薬
品

、
農

薬
油

の
農

薬
の

毒
物
の

重
金
属

鉱
山

河
川

気
温

渇
水

そ
の
他

濁
質

の
流

出
濁

質
、
有

機
物

現
象

流
出

流
出

流
出

排
水

排
水

工
事

等
水

濁
質

浮
上

（
底

泥
）

同
上

魚
類

の
浮

上
・

斃
死

○
○

○
○

○
○

○
○

○
水
の

変
色

薬
品

、
廃

液
の

流
出

化
学

薬
品

、
金

属
ｐ

Ｈ
油

膜
○

○
○

面
重

金
属
、

染
料

流
に

ご
り

○
○

○
○

底
泥

か
ら

の
溶

出
金

属
、
重

金
属

ｐ
Ｈ

，
Ｄ
Ｏ

不
足

水
・

の
変

色
○

○
○

○
○

○
○

藻
の

異
常

繁
殖

有
機

物
、

栄
養
塩

ｐ
Ｈ

，
高
水

温
等

異
（

→
赤
潮

、
ア

オ
コ
の

窒
素

、
リ

ン
な

ど
常

臭
気

○
○

○
○

○
○

○
○

○
水

発
生
参
照
）

赤
潮

・
ア

オ
コ

等
○

○
濁
質
、
有
機
物

辺
水

質
の

異
常

値
検

出
○

○
○

○
○

○
○

悪
臭

を
発

し
て

い
る

底
泥

の
嫌

気
性
発

酵
有

機
物
、

硫
化
物

Ｄ
Ｏ

不
足
、

高
水

（
硫

化
水

素
、

メ
タ
ン

温
環

等
の
発

生
）

藻
類

の
異

常
の

繁
殖
と

有
機

物
、

栄
養

塩
同

上
境

そ
の

腐
敗

２
．

被
害

と
原

因
の

因
果

関
係

よ
ど

み
に

お
け

る
有
機

有
機
物

被
害

形
態

原
因

物
の

腐
敗

、
植

物
の
枯

機
構

死
腐

敗
対

象
状

態
原

因
物

質
そ
の

他
藻

品
等
の

流
出

化
学

薬
品

（
フ
ェ

ｐ
Ｈ

水
面
に
浮

上
し

て
口
を

水
中

の
酸

素
不

足
（
酸

欠
）
に

有
機
物
、
還
元
状
態
の
金
属

高
水
温

ノ
ー

ル
等

）
農
薬

パ
ク
パ
ク

し
て

い
る
。

よ
る

呼
吸

困
難

鉄
、
マ
ン
ガ
ン
な
ど

赤
潮

、
ア

オ
コ

の
発

底
泥

か
ら

栄
養
塩

の
溶

栄
養

塩
ｐ

Ｈ
，

Ｄ
Ｏ

不
足

魚
出

高
水

温
魚
体

の
機

能
障

害
に
よ

る
呼
吸

有
機
物
、
濁
質
、
化
学
薬
品

生
栄

養
塩
の

流
入

同
上

困
難

（
鰓

の
機

能
障
害

）
（
酸
、
ア
ル
カ
リ
、
毒
物
）
、
農
薬

水
道

水
に

異
味

・
異

化
学

薬
品

の
水
源

へ
の

化
学

薬
品

ｐ
Ｈ

異
常
な
泳

ぎ
方

を
し
て

薬
品

等
に

よ
る

皮
膚
の

刺
激

化
学
薬
品
（
酸
、
ア
ル
カ
リ

上
流

出
バ

ク
テ
リ

ア
臭

が
あ

る
い
る
（
横

転
狂

奔
）

毒
物
）
、
農
薬

水
藻

の
繁
殖

有
機

物
、

栄
養
塩

高
水

温
類

機
能

（
神

経
系

）
の
麻

痺
毒
物
、
重
金
属

の
処

理
場
に

お
け
る

目
藻

の
繁
殖

同
上

同
上

斃
死
（
腹

を
見

せ
て
浮

酸
欠

、
機

能
障

害
な
ど

有
機
物
、
金
属
、
濁
質
、
化
学
薬
品

高
水
温

異
詰

り
濁

質
の
流

出
濁

質
、
有

機
物

い
て
い
る

）
重
金
属

常
異

常
値
検

出
に
よ

る
上

水
処
理

場
に

お
け
る

化
学

薬
品

、
有

機
水

質
測
定

項
目

で
の
検

物
、

濁
質

、
金

属
取
水

停
止

出
重

金
属
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３
．

原
因

物
質

の
処

理
方

法
４

．
油

脂
類

の
処

理
器

剤
の

概
要

原
因

物
質

除
去

法
概

要

油
脂

類
オ

イ
ル

フ
ェ
ン

ス
、
油
回
収
装
置
（
回
収
鉛
）
、
吸
着
材
、
中
和
財

処
理

方
法

用
途

長
所

問
題

点

農
薬

種
類
に

よ
り
処

理
法
は
多
様

オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
油

の
拡

散
防
止

緊
急

時
対

応
性

有
・

取
広
い

河
川
、

湖
沼
の

場

有
機

物
質

水
中
の

形
態
に

よ
り
処
理
法
は
多
様

り
扱

い
容

易
、

安
価

合
は

気
象
の

影
響
を

受
機

け
易

い
械

フ
ェ

ノ
ー

ル
類

凝
集
沈

殿
処
理

・
活
性
炭
（
粉
末
、
粒
状
）

油
回

収
船

流
入
油

の
捕
集

、
回
収

広
い

河
川

、
湖
沼

向
だ

的
界

面
活

性
剤

生
物
処

理
、
参

化
処
理
、
吸
着
処
理

が
気

象
に

左
右
さ

れ
易

方
い

法
カ

ド
ミ

ウ
ム

沈
殿
法

、
そ
の

他
吸

着
材

油
の
吸

収
流

入
油
が

少
な

い
場

合
、

使
用

後
の
回

収
に
難

あ

金
ク

ロ
ム

沈
殿
法

、
イ
オ

ン
交
換
法
、
そ
の
他

荒
天

時
緊

急
時

向
り

属 物
水

銀
無

機
沈

殿
法

、
イ
オ

ン
交
換
法
、
吸
着
法

科
乳

化
分

散
剤

流
入

油
を

乳
化
し

、
水
と

混
使
用

容
易

、
後

処
理

不
水
産

生
物

へ
の
影

響
あ

学
質

ア
ル

キ
ル

吸
着

法
、
化

学
分
析
法
、
生
物
処
理

薬
合

さ
せ
希

釈
拡
散

さ
せ
る

。
要

り
剤 （

鉛
沈

殿
法

、
そ
の

他
※

投
降

剤
油
の

比
重
を

高
め

て
沈
殿

さ
魚
類

へ
の

悪
影
響

大
中

ヒ
素

沈
殿
法

、
そ
の

他
和

せ
る

。
剤

硫
黄

化
合

物
沈

殿
法

）

集
油

剤
オ
イ

ル
フ
ェ

ン
ス

的
な
機

能
使
用

段
階

生
シ

ア
ン

酸
化
分

解
法
、

沈
殿
法
、
生
物
科
学
処
理
、
気
化
法
、
紫
外
線
法

※
中
和
剤
に
つ
い
て
は
、

河
川

の
水

質
事
故

に
お
い

て
は
、

使
用

し
な
い

。
物

塩
素
・
臭
素

・
ヨ

ウ
素

イ
オ

ン
交
換

、
電
気
透
折
、
透
過
、
蒸
留

フ
ッ

素
活

性
ア

ル
ミ
ナ

法
、
陰
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
法
、
水
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
法
、

建
設

省
関

東
地

方
建
設

局
水

酸
化

ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
法
、
骨
炭
法

※
昭
和
５
７
年
度

水
質
調

査
報
告

書
Ｓ
５

９
．

２
関

東
技

術
事
務

所
よ

り
引
用

着
色

を
も

た
ら

す
物

質
凝

集
処

理
、
吸

着
処
理
、
酸
化
処
理
、
イ
オ
ン
交
換
処
理

異
臭
味
を
も
た

ら
す

物
質

発
臭

生
物
処

理
、
凝
集
処
理
、
砂
経
過
、
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
、
活
性
炭
、

（
異

常
水
質

発
生
時

の
措
置

対
策
の

検
討

）

塩
素
、

二
酸
化

炭
素
、
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
、
オ
ゾ
ン
処
理

生
物

（
藻

類
）

自
然
沈

殿
、
凝

固
沈
殿

濁
質

汚
泥
因

子
に
よ

り
多
様
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対策部長 対 策 副 部 長 総務班長 総 務 副 班 長 対策班長 対 策 副 班 長 担 当

水 質 管 理 緊 急 体 制 発 令 第 号

令和 年 月 日 時 分
足羽川ダム工事事務所長

足羽川ダム工事事務所に、河川関係水質事故災害対策部体制として

本 注 意 体 制 を 発令
警 戒 体 制 更新 する

文 非 常 体 制 に 解除

月 日 に発生した
理

由
事故に対応するため

そ
の
他

連 絡 先 電 話 時 刻 送 信 者 受 信 者 方 法

本局河川環境課 M:86-3651
N:06-6942-0608(代） ：

連
福井河川国道事務所 M:86-781-331

河川管理課 N:0776-35-2771 ：

福井河川国道事務所 M:86-781-511、512
防災課河川災害対策室 N:0776-35-2877 ：

絡

3－2－8



3－2－9



20 年 2 月 26 日 20 時 00 分 発 第 報

更
新

年 月 日 時 分

年 月 日 時 分

年 月 日 時 分

住所：

そ の 他

河川：

事
故
の
原
因
情
報

発生場所

原　因　者

発生日時

大阪府豊能郡能勢町大里地先

件名

受
信
情
報

事
故
の
発
見
情
報

TEL： 06-XXXX-XXXX

TEL：

原因物質 原因物質量

猪名川支川一庫大路次川（右岸流入水路）　○○K付近

大路次橋付近（大路次橋下流約200m、右岸）

発見状況

発見日時

発見場所

発　見　者

水系：

目印：

付近住民から灯油の臭いがすると能勢町に通報

有

平成

平成

（15時くらいから臭いはあった模様）

住所：

TEL： 06-XXXX-XXXX住民（能勢町民）

－

受信日時

通報連絡者

受　信　者

受信経路

淀川 河川：

大阪府　事業所指導課　調整グループ　○○

20平成

水質事故報告様式（Ａ票）

における

1平成

淀川 水系 油流出

00

2 26 19 50

事故一庫大路次川

住民（能勢町民）→能勢町環境課→府事業所指導課→猪名川河川事務所

06-XXXX-XXXX

内訳：

大阪府豊能郡能勢町大里地先（付近事業所）

猪名川支川一庫大路次川（大路次橋下流約200m、右岸）

事業所のボイラー用のタンクから水路を通じて流出

灯油

猪名川河川事務所　管理課　○○

20 2 26 17

－

種別：ボイラー用の灯油タンク(250L）に穴が開いたため(腐食) 機械の故障

油類

不明

有

20～40　L種別：

－ － － －

TEL： 06-XXXX-XXXX付近事業所

発生原因
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20 年 3 月 19 日 18 時 40 分 発 第 報

更
新

年 月 日 時 分

現
状

無

対応機関 備考

無

－

池田土木

一庫ダム

対策存置

新たな流出無し

草刈後に設置

数日設置予定

能勢町

池田土木27日15時

場所

オイルフェンス、
オイルマット

灯油タンク撤去

水路(河川流入前)

事業所

　〃

27日9時

日時 対策

油の付着した
草の刈取

オイルマット

オイルフェンス

26日
20時00分

27日

29日

事業所から一庫大路次川に流入する水路に灯油が流出。

日没のため油膜確認できず、臭気もなし、一庫大路次川は雨により増水。

一庫大路次川では油膜はほとんどみられない。

水路流入部から下流1.8kmまで油膜なし。一部油の付着した水草を確認。

発生箇所から水路の間の浄化槽に油が溜まり、全量が流れなかった模様。

浄化槽の油は原因者負担で回収。

水路に油膜はみられない（能勢町）。草刈後に油が若干残っている（池田土木）。

水路、一庫大路次川とも油は確認されなかった。

水路、一庫大路次川とも油は確認されなかった。

20

淀川 事故水系

20 3 19 18

終水質事故報告様式（Ｂ票） 平成

無関係機関への連絡 取水停止の有無

における 油流出

受
信
情
報 受　信　者

26日
18時15分

確認状況確認日時

記者発表の有無済 有（第１報） 無現時点の体制

27日
13時05分

27日
13時20分

水路流入から下流50m

水路流入から下流50m

17日夕方

28日

府事業所指導課→猪名川河川事務所

猪名川河川事務所　管理課　○○ TEL： 06-XXXX-XXXX

大阪府　事業所指導課　調整グループ　○○ 06-XXXX-XXXX

平成

一庫大路次川

TEL：

有

能勢町、池田土木が明日現地確認予定（26日19時05分時点）

念のため、フェンスオイルマットを存置（能勢町、池田土木）29日17:15時点

3/7に水路の対策は撤去、本日、河川の対策も撤去し、対応終了　3/19

今後の対応
見通し

念のため、フェンスオイルマットを存置（能勢町、池田土木）27日17:30時点

念のため、フェンスオイルマットを存置（能勢町、池田土木）28日17:15時点

対
応
情
報

対
策
状
況

被
害
情
報

事
故
経
過

受信経路

無

件名

受信日時

通報連絡者
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所
長

副
所

長
副

所
長

事
業

対
策

調
査

・
品

質
工

務
課

長
工

事
課

長
調

査
・

品
質

工
務

係
長

工
事

係
長

（
１

）
現

地
確

認
し

な
い

（
事

）
（

技
）

官
確

保
課

長
確

保
係

長

２ 今

（
２

）
現

地
確

認
す

る
後

水
質

事
故

発
生

・
発

見
受

報
用

紙

の

件
名

事
故

（
第

報
）

対
受

報
日

時
等

平
成

年
月

日
（

）
時

分
（

３
）

そ
の

他

連
絡

機
関

及
び

氏
名

電
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（５）水質巡視体制（常時監視）

・巡視体制と業務内容

班 別 編成 業務内容

・水質の常時監視及び緊急時の措置に関する計画の作成

調 査 班 調査設計課長 ・水質の測定

調査係長 ・水質測定計画及び管理基準値の作成

・水質、水位、流量等調査資料の整理

・水質年表の作成、河川水質調査の報告

・汚濁源調査資料の整理

・利水状況資料の整理

・その他

現地調査班 ・北川・九頭竜川水系 ・定期水質管理（採水・分析）

水質等調査業務受注者

・河川巡視（平常） ・水質巡視等による監視

・巡視日誌記帳と報告

・巡視区域と現地確認項目

水 質 管 理 ※
河 川 名 巡 視 区 域 摘 要

地点名 外 観 臭 気 頻 度

部 子 川 足羽川上流点～ 松ヶ谷橋 ○ ○ 2～3回/年 ①直轄区間外

洪水調節地上流端 上小畑橋 ○ ○ 2～3回/年 ②

千代谷大橋 ○ ○ 2～3回/年 ②

中島橋 ○ ○ 2～3回/年 ③

支川 金見谷川 金見谷川 ○ ○ 2～3回/年 ④直轄上流端

支川 下荒谷川 下荒谷川 ○ ○ 2～3回/年 ⑤直轄上流端

水 海 川 水海川 砂防堰堤 ○ ○ 2～3回/年 ⑥

※河川巡視マニュアルに基づき実施

3－3－1



河川巡視区域図

凡 例

河川巡視区域
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①

②

③

④

⑤

⑥

河
川
巡
視
区
間

【
部
子
川
・
下
荒
谷
川
・
篭
掛
川
・
金
見
谷
川
】

河
川
巡
視
区
間

【
水
海
川
】
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（６）水質測定機器等保有状況表

単 令和５年度現在 ５年度

品 名 規 格 等 合 計 摘 要
位 購 入

事務所 監督官 計 予 定

詰所

Ｐ Ｈ パックテスト 個 138 0 138 0 138 使用期限

88個(2019.6）50

個(2019.10）

Ｃ Ｏ Ｄ 〃 〃 113 0 113 0 113 使用期限

112個(2016.7）

Ｄ Ｏ Ｄ Ｏ 計 〃 122 0 122 0 122 使用期限

32個(2019.7）

30個(2019.12）

60個(2021.3）

アンモニア パックテスト 〃 0 0 0 0 0

シ ア ン 〃 〃 0 0 0 0 0

フェノール 〃 〃 40 0 40 0 40 使用期限

40個(2008.6）

六価クロム 〃 〃 50 0 50 0 50 使用期限

50個(2008.11）

銅 〃 〃 0 0 0 0 0

濁 度 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ濁度計 台 0 0 0 0 0

オイル ｵｲﾙﾃｽﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ 枚 99 0 99 0 99 ―

※パックテストはフェノール１箱４０個、その他は１箱５０個入り
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（７）水質巡視測定結果報告書

測 定 年 月 日 令和 年 月 日（ ） 令和 年 月 日（ ）
摘

測定者（巡視者）
要

河 川 名

地 点 名

時 分

天 候

測 気 温

水 温
定

水 位

項 臭 気

外 観 （色）
目

Ｄ Ｏ

Ｐ Ｈ

Ｃ Ｏ Ｄ

令和 年 月 日

足羽川ダム工事事務所長 殿

報告者名 印

水質巡視時に於いて測定された簡易分析結果を上記のとおり報告します。
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